
年
頭
に
あ
た
っ
て

家で過ごす
お正月
家族でかるたなどの遊びをして、お正月を家で
楽しみませんか。
特集（４面・５面）は、小平の歴史や文化をま
とめた、小平市郷土かるたを紹介します。

　
厳
し
い
環
境
の
中
で
の
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
ま
さ
か
今
日
の
よ
う
な
状

況
を
一
年
前
に
は
誰
が
予
測
で

き
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
奮
闘
さ

れ
て
い
る
す
べ
て
の
皆
様
、
と

り
わ
け
医
療
・
福
祉
・
介
護
現

場
を
始
め
と
す
る
、
私
た
ち
の

生
活
基
盤
を
支
え
て
く
だ
さ
る

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

皆
様
に
は
市
民
を
代
表
し
て
激

励
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
、
行
政
の
役
割
は
、
感
染
防

止
と
地
域
経
済
対
策
に
最
大
限

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
継
続
的
に
進
め
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
、
将
来
を
見
据

え
て
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
今
後
１２
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
基
盤

と
な
る
第
四
次
長
期
総
合
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
「
新
し
い
日
常
」
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
な
が
ら
、
よ
り

暮
ら
し
や
す
く
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
駅
周
辺
の
利
便
性
の
向
上

や
、
小
学
校
を
地
域
の
核
と
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

を
図
る
取
り
組
み
は
、
高
齢
化

や
独
居
化
が
進
む
地
域
を
支
え

る
拠
点
、
ま
た
防
災
の
拠
点
づ

く
り
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
活
用
、
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
は
待
っ
た
な

し
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
多
く
の
企
業
で
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ブ

会
議
が
普
及
し
ま
し
た
。
市
役

所
の
審
議
会
な
ど
も
ウ
ェ
ブ
会

議
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
市
長

と
市
民
の
皆
様
で
市
政
に
つ
い

て
話
し
合
う
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
地
域

の
暮
ら
し
を
支
え
る
取
り
組
み

を
最
優
先
課
題
と
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
公
共
サ

ー
ビ
ス
が
よ
り
便
利
で
身
近
な

も
の
に
な
る
よ
う
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
ら
れ
る
年
と

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
安
寧
と
一

年
の
無
事
を
祈
念
し
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
小
平

市
議
会
に
対
し
て
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
市
議
会

を
代
表
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、

世
界
的
に
経
済
は
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
小
平
市
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
市
民

の
皆
様
、
事
業
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
多
難
の
年
で
あ

っ
た
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、

医
療
や
福
祉
、
保
育
、
清
掃
な

ど
の
現
場
に
従
事
さ
れ
て
い
る

方
に
代
表
さ
れ
る
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
に
お
か

れ
ま
し
て
も
心
身
と
も
に
過
酷

な
状
況
の
中
、
市
民
生
活
を
支

え
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
予
定
さ
れ
て
い
た
小

平
市
民
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
延
期
・

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
市
議
会

に
お
い
て
も
市
民
と
議
会
の
意

見
交
換
会
を
中
止
す
る
と
い
う

苦
渋
の
決
断
を
せ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
他
方
、
市
議
会
で
は
４
回
の

定
例
会
に
加
え
、
３
回
の
臨
時

議
会
を
開
催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
等
の
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
現
役
の
市
議
会
議
員

で
あ
っ
た
小
野
高
一
氏
が
昨
年

９
月
１５
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
２３
年
の
初
当
選
以

来
、
８
年
半
に
渡
り
、
小
平
市

政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
ご
生
前
の
功
績
を
し
の

び
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共

生
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
で
あ
り
、
生

活
の
様
式
を
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
転
換
期
で
す
。
我
々

市
議
会
議
員
は
、
市
民
の
皆
様

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
負
担
が

少
し
で
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、

市
議
会
に
お
い
て
議
論
を
重

ね
、
市
政
の
発
展
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小林　正則磯山　亮
市長市議会議長

躍動をかたちに　進化するまち　こだいら

ぶるべー

令和3年（20２1年）
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（
仮
称
）
鎌
倉
公
園

整
備
基
本
計
画

素
案
に
ご
意
見
を

　
市
で
は
、
整
備
を
検
討
し
て
い
る
鎌
倉

公
園（
小
川
町
二
丁
目
）に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
整
備
基
本
計

画
を
素
案
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
素
案
へ
の
ご
意
見
を
、１
月
１２
日（
火
）

か
ら
２
月
１１
日
（
木
・
祝
）
ま
で
に
、
小

平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
民
意
見
公
募
手

続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
か
ら
お
寄

せ
く
だ
さ
い
（
持
参
・
送
付
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
）。

※
素
案
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
１
月
１２
日
（
火
）
か

ら
、水
と
緑
と
公
園
課
（
市
役
所
４
階
）、

市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、

東
部
・
西
部
出
張
所
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

問
合
せ　
水
と
緑
と
公
園
課
（
〒
１８７
︱
８

７
０
１　
小
平
市
役
所
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
８
３
０
、
V‌

０４２（
３
４
６
）９
５
１
３
、

Akoen@city.kodaira.lg.jp

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

地
域
還
元
エ
リ
ア
整
備
工
事

説
明
会

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
東
側
の
旧
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
憩
い
の
場
（
地

域
還
元
エ
リ
ア
）
と
す
る
整
備
工
事
の
説

明
を
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
１７
日
（
日
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時

と
こ
ろ　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
２
階
多

目
的
ル
ー
ム

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

審
議
会
な
ど
の
日
程

　
傍
聴
す
る
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮
す
る
た
め
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
自
宅
で
検
温
し
、
体
調
不
良
の
方
の

傍
聴
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
会
議
録
は
、
後
日
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ

ー
（
市
役
所
１
階
）
ま
た
は
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▪
障
が
い
者
福
祉
計
画
、
第
六
期
障
害
福

祉
計
画
、
第
二
期
小
平
市
障
害
児
福
祉
計

画
検
討
委
員
会

と　
き　
１
月
２０
日
（
水
）　
午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
５
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
３０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

▪
教
育
委
員
会
定
例
会

と　
き　
１
月
２１
日
（
木
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
５
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
４０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
教
育
総
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
６
８

▪
緑
化
推
進
委
員
会

と　
き　
１
月
２２
日
（
金
）　
午
後
３
時

〜
５
時

と
こ
ろ　
市
役
所
５
階
５
０
５
会
議
室

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
２
時
４０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
水
と
緑
と
公
園
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
０

▪
地
域
自
立
支
援
協
議
会
全
体
会

と　
き　
１
月
２５
日
（
月
）　
午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
小
ホ
ー
ル

定　
員　
５
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
３０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

ご
み
・
資
源
の
収
集
は

１
月
４
日
（
月
）
か
ら

　
ご
み
と
資
源
の
収
集
は
、
１
月
４
日

（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の

ご
み
や
資
源
は
自
宅
で
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
年
明
け
の
収
集
は
、
大
量
の

ご
み
と
資
源
が
出
さ
れ
る
た
め
、
通
常
よ

り
収
集
時
間
が
遅
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

陶
磁
器
食
器
や

未
利
用
食
品
な
ど
の
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
き
ゃ
ら
ば
ん

と　
き　
１
月
２１
日
（
木
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

※
車
で
持
ち
込
め
ま
す
。

内　
容　
▽
陶
磁
器
食
器
の
回
収
…
茶
わ

ん
、
皿
（
割
れ
た
物
も
可
、
汚
れ
た
物
は

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
食
器
以
外
は
不
可
。

包
装
紙
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
）

▽
小
型
家
電
の
回
収
…
携
帯
電
話
、
卓
上

計
算
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
ほ
か

▽
廃
食
油
の
回
収
…
未
使
用
可
、
ラ
ー
ド

や
バ
タ
ー
な
ど
の
動
物
性
油
不
可
、
食
用

以
外
の
油
不
可

※
現
地
で
回
収
タ
ン
ク
に
入
れ
、
容
器
は

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
利
用
食
品
の
回

収
）
…
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル

ト
食
品
、
パ
ス
タ
な
ど
の
乾
物
、
コ
ー
ヒ

ー
、
調
味
料
ほ
か
（
未
開
封
で
包
装
や
外

装
が
破
損
し
て
い
な
い
も
の
、
賞
味
期
限

が
１
か
月
以
上
先
の
も
の
）

※
生
鮮
食
品
や
び
ん
詰
め
食
品
は
不
可
。

▽
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

▽
雑
貨
交
換
…
使
え
る
お
も
ち
ゃ
、
ぬ
い

ぐ
る
み
（
３０
㌢
㍍
以
内
）、
育
児
用
品
を

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
菓
子
と
交
換

※
い
ず
れ
も
事
業
系
の
も
の
、
粗
大
ご
み

は
不
可
。
回
収
で
き
な
い
も
の
は
、
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

減
免
申
請
を
受
け
付
け

ご
み
・
資
源
の
指
定
収
集
袋

　
減
免
の
対
象
世
帯
は
、
１
月
中
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
決
定
後
、
指
定
収

集
袋
を
交
付
し
ま
す
。

対　
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯①
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

②
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

③
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

④
国
民
年
金
の
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る

⑤
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
を
受
給
し

て
い
る

⑥
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を

所
持
し
て
い
る
方
で
、
世
帯
全
員
の
市
民

税
が
非
課
税

⑦
愛
の
手
帳
１
度
ま
た
は
２
度
を
所
持
し

て
い
る
方
で
、
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非

課
税

⑧
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所

持
し
て
い
る
方
で
、
世
帯
全
員
の
市
民
税

が
非
課
税

※
児
童
手
当
や
遺
族
厚
生
年
金
の
み
の
受

給
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

提
出
書
類　
申
請
書
、
確
認
書
類
の
コ
ピ

ー
（
③
受
給
証
書
、
④
年
金
証
書
ま
た
は

年
金
振
込
通
知
書
、
⑥
〜
⑧
手
帳
と
令
和

２
年
１
月
１
日
時
点
で
市
外
在
住
の
方
は

そ
の
時
点
で
在
住
し
て
い
た
市
区
町
村
の

令
和
２
年
度
の
世
帯
全
員
分
の
非
課
税
証

明
書
）

※
申
請
書
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み　
１
月
２９
日（
金
）ま
で（
必
着
）

に
、
提
出
書
類
を
問
合
せ
先
へ
送
付

問
合
せ　
資
源
循
環
課
（
〒
１８７
︱
０
０
３

１　
小
川
東
町
５
︱
１９
︱
１０
）
☎
０４２
（
３

４
６
）
９
５
３
５

新

小

平

駅

南

有
料
自
転
車
駐
車
場
を
閉
鎖

　
新
小
平
駅
南
有
料
自
転
車
駐
車
場
（
小

川
町
２
丁
目
１
１
９
８
番
地
１
）
は
、
１

月
３１
日
（
日
）
で
閉
鎖
し
ま
す
。

　
２
月
以
降
の
定
期
使
用
料
を
支
払
い
済

み
の
方
は
、
使
用
料
を
返
還
し
ま
す
の

で
、
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
２
月
以
降
に
新
小
平
駅
周
辺
の

自
転
車
駐
車
場
を
利
用
す
る
方
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
小
平
駅
周
辺
案
内

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
▽
自
転
車
駐
車
場
に
関
す
る
こ

と
…
交
通
対
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

４
９

▽
２
月
以
降
の
定
期
使
用
料
の
返
還
に
関

す
る
こ
と
…
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
（
３
４
４
）
１
４
７
５

　
小
平
市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
３

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。　

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
一
年
延
期
と
な
り
、
当

町
の
小
平
町
産
業
ま
つ
り
、
小
平
市
の

小
平
市
民
ま
つ
り
、
ま
た
、
少
年
少
女

交
歓
交
流
事
業
な
ど
、
毎
年
両
市
町
が

交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
中
止
と
な

り
、
た
い
へ
ん
寂
し
い
年
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
の
当
町
の
主
要
産
業
は

水
稲
に
関
し
６
月
の
低
温
な
ど
に
よ
り

生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
７
月
以

降
は
平
年
並
み
ま
で
に
回
復
し
高
品
質

米
が
豊
作
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

漁
業
に
お
い
て
も
ほ
た
て
や
秋
さ
け
が

好
調
で
、
全
体
的
に
は
豊
作
・
豊
漁
と

い
う
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
話
を
コ
ロ
ナ
禍
に
戻
し
ま
す

と
、
当
町
で
は
、
こ
れ
に
対
す
る
施
策

と
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
、
感
染
拡
大
防

止
策
を
行
い
つ
つ
、
事
業
を
継
続
し
て

い
る
中
小
規
模
事
業
者
等
に
対
す
る
支

援
と
し
て
、
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
実
践

支
援
金
の
支
給
、
ま
た
、
流
通
が
停
滞

し
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
和
牛
業
界

の
応
援
と
小
平
町
産
業
ま
つ
り
が
中
止

と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
家
庭
で
お

び
ら
産
黒
毛
和
牛
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
牛
肉
ス
ラ
イ
ス
の
無
料
配
布
を

実
施
す
る
な
ど
、
前
向
き
に
感
染
症
対

策
と
支
援
対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
貴
市
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
応
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
か
こ
の
難

局
を
克
服
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
と
も
末
永
く
、
よ
り

親
密
な
交
流
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
小
平
市
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
今
年

一
年
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

小平町（おびらちょう）
北海道のほぼ北西、留

る

萌
も い

振興局管内南部に位置
しています。日本海に面していてほかの三方は
山に囲まれた青い海と緑にあふれ自然に恵まれ
たまちです。
人口　２,９９７人
（小平市の約６５分の １）
面積　６２７．２２㎢（小平市の約３０倍）
特産　ほたて、たこ、うに、米、アイボリーメ
ロン、おびら和牛

令和 ２年１２月 １ 日現在

小平町

姉
妹
都
市

北
海
道
小お

平び
ら

町ち
ょ
う

長

関
　
次
雄

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

今
月
の

１ 月

税

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普
通
徴
収
（
第

４
期
）

◇
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

※
納
付
は
、
２
月
１
日
（
月
）
の
納
期

限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付

（
ヤ
フ
ー
公
金
）、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
（
Ｐペ

イ

ビ

ー

ａ
ｙ
Ｂ
）
で
も
納
付
で
き

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
市
税
を
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い

方
は
、
納
税
相
談
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
、
事

業
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
な
ど
、
市

税
を
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

が
あ
る
方
は
、
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
令
和
２
年
２

月
１
日
か
ら
令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で

に
納
期
限
が
到
来
す
る
市
税
で
す
。
こ

の
徴
収
猶
予
の
特
例
制
度
を
利
用
す
る

方
は
、
各
納
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
収
納
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
２
７国

民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
申
請
す
る
と
減
免
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は

重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

▽
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、

給
与
収
入
、
不
動
産
収
入
ま
た
は
山
林

収
入
の
い
ず
れ
か
に
一
定
程
度
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
世
帯

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
３
０
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東京消防庁救急相談
センター

＃７１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・２４時間

小平消防署
病院・診療所案内 ０４２（３４１）０１１９ 救急医療機関の案内・２４時間

東京都医療機関案内
サービス（ひまわり） ０３（５２７２）０３０３ 診療中の医療機関の案内・２４時間

東京都による救急診療などの相談・案内

休日歯科応急診療医（診療時間：午前９時～午後５時）
日　　程 医療機関名 所　在　地 電 話 番 号

１ 月 １ 日（金・祝） よ し は ら 歯 科 医 院 小川東町 ５－ ７－ ６ ０４２（３１３）６６０８
１ 月 ２ 日（土） 尚 原 歯 科 医 院 学園西町 ２－１８－ ３ ０４２（３４１）９４３２
１ 月 ３ 日（日） み は ら 歯 科 小川町 １－４１９－５０ ０４２（３４３）１８１４
１ 月１０日（日） 広 野 歯 科 医 院 鈴木町 ２－２０５ ０４２（４６２）６２１３
１ 月１１日（月・祝） か し わ ぎ 歯 科 医 院 小川町 １－１０１－３９ ０４２（３４１）１１８４
１ 月１７日（日） 高 村 歯 科 医 院 美園町 １－２８－ ２ ０４２（３４１）６１０３
※受診の際は、事前にお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

発熱患者増加時、感染拡大防止のため、主に発熱患者の診療になります。
詳しくは、小平市医師会ホームページをご覧ください。

日　　程 診 療 時 間 名　称 所　在　地 電 話 番 号

休日応急診療
日曜日、祝日、年
末年始（１２月２９
日〜 １月 ３日）

午前 ９時～午後 ５時
小平市医
師会応急
診療所

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

０４２（３４６）３７０６
（左記診療時間内）

準夜応急診療 月曜～日曜日
（年中無休）

午後 ７時３０分～１０時３０分
（受付は１０時１５分まで）
※年末年始（１２月２９日〜１
月３日）は、午後 ６時３０
分から診療開始。

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。高校生以下の受診は、保護者の同伴が必要です。健康保険証、各
種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

※連休、年末年始、インフルエンザ流行時期は、大変混雑するため、診察や薬の処方までに時間がかかる場合が
あります。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

　
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
入
学
通
知
書
を
１
月
中
旬
ま
で
に

発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
入
学
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
学
校

名
と
、同
封
物
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
入
学
説
明
会
の
日
程
は
、
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
　
象　
▽
小
学
校
…
平
成
２６
年
４
月
２

日
〜
平
成
２７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

▽
中
学
校
…
平
成
２０
年
４
月
２
日
〜
平
成

２１
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
小
平
市
立
以
外
の
小
・
中
学
校
に
入
学

す
る
方
は
、
入
学
す
る
学
校
の
入
学
承
諾

書
（
許
可
書
な
ど
）
と
、
小
平
市
教
育
委

員
会
発
行
の
入
学
通
知
書
を
、学
務
課（
市

役
所
５
階
）ま
た
は
東
部・西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所
へ
持
参
の
う
え
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
外
国
籍
の
お
子
さ
ん
で
入
学
を
希
望
す

け
て
い
る
（
中
学
校
の
み
）

※
申
請
内
容
や
そ
の
ほ
か
諸
条
件
を
学
務

課
で
確
認
し
ま
す
が
、
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
部
活
動
を
目
的
の
越
境
通
学
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
居
住
の
実
態
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

場
合
は
、
入
学
後
で
も
転
校
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

相
談
期
間　
１
月
１２
日（
火
）〜
２９
日（
金
）

問
合
せ　
学
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

７
０男

の

健

康

塾

　
野
菜
不
足
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
を

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
元
気
に
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
、
食
べ
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
す
。
食
生
活
の
見
直
し
や
、
運
動
・

お
口
の
健
康
に
つ
い
て
専
門
職
が
話
し
ま

す
。

と
　
き　
１
月
２６
日
、
２
月
２
日
の
火
曜

日　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分　
９
時
４５
分

受
付　
全
２
回

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
　
象　
市
内
在
住
の
方

定
　
員　
４０
人

申
込
み　
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
、
電
話

で
高
齢
者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３

４
６
）
９
５
３
９

合

同

作

品

展

特
別
支
援
学
級

　
市
立
小・中
学
校
の
特
別
支
援
学
級（
固

定
学
級
）
の
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
取

り
組
ん
だ
絵
や
刺
し
ゅ
う
な
ど
、
日
頃
の

学
習
の
成
果
を
展
示
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

と
　
き　
１
月
１３
日（
水
）〜
１７
日（
日
）　

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
３０
分

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
展
示
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
指
導
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

６
５

る
場
合
は
、学
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
病
弱
、
発
育
不
全
、
そ
の
ほ
か
心
身
に

障
が
い
が
あ
り
、
通
常
の
学
級
へ
の
就
学

が
困
難
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
至
急
、
学

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
す
で
に
就
学

相
談
が
済
ん
で
い
る
場
合
は
、
連
絡
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
指
定
学
校
以
外
の
小
平
市
立
小
・
中
学

校
へ
の
入
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
学
務

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
調
整
区
域
に
在
住
し
て
い
る

※
詳
し
く
は
、
入
学
通
知
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
兄
姉
が
す
で
に
希
望
す
る
学
校
に
通
学

し
て
い
る

▽
身
体
的
理
由
で
指
定
学
校
へ
の
通
学
が

困
難
で
、
通
院
な
ど
で
利
便
性
の
あ
る
学

校
へ
の
通
学
を
希
望
す
る

▽
通
学
区
域
外
に
転
居
が
決
ま
っ
て
い
る

▽
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
に
祖
父
母

宅
（
親
類
宅
）
に
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
小
学
校
の
み
）

▽
小
学
校
で
指
定
学
校
変
更
の
許
可
を
受

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

対
　
象　
市
内
在
住
の
男
性

定
　
員　
１５
人

内
　
容　
保
健
・
栄
養
・
歯
科
講
話
、
運

動
、
個
別
相
談

持
ち
物　
参
加
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

申
込
み　
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

認
知
症
予
防
講
演
会

▪
今
日
か
ら
出
来
る
認
知
症
予
防
の
た
め

の
食
生
活

　
認
知
症
予
防
の
正
し
い
知
識
や
認
知
症

を
予
防
す
る
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
し

ま
す
。
認
知
症
の
原
因
と
な
る
生
活
習
慣

病
の
危
険
を
減
ら
す
た
め
の
食
生
活
や
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を
予
防
す
る

食
生
活
を
、
科
学
的
な
根
拠
を
基
に
話
し

ま
す
。
健
康
的
な
食
事
を
学
び
、
日
々
の

生
活
に
取
り
入
れ
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　
２
月
５
日
（
金
）　
午
後
３
時

〜
４
時
１５
分

心
に
し
み
る
短
詩
を
募
集

社
会
福
祉
協
議
会

　
心
に
残
っ
た
出
来
事
や
感
動
を
短
詩
に

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
テ
ー
マ
は
「
私
の

宝
物
」
で
す
。
優
秀
作
品
は
福
祉
の
つ
ど

い
で
発
表
し
ま
す
。

申
込
み　
２
月
１
日（
月
）ま
で（
必
着
）

に
、
問
合
せ
先
へ
（
送
付
可
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

H
検
索　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会

問
合
せ　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
〒

１８７
︱
０
０
４
３　
学
園
東
町
１
︱
１９
︱

１３
）
☎
０４２
（
３
４
４
）
１
２
１
７

ふ
る
さ
と
の
新
聞

元

旦

号

展

▪
全
国
の
香
り
を
各
地
か
ら

　
１
月
１
日
発
行
の
全
国
各
地
の
主
要
地

方
新
聞
を
展
示
し
ま
す
。

　
地
方
色
あ
ふ
れ
る
紙
面
か
ら
、
ふ
る
さ

と
の
香
り
と
新
年
を
迎
え
る
各
地
方
の
表

情
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
郷
土
色
豊
か

な
地
方
出
版
物
も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

※
新
聞
は
、
各
新
聞
社
か
ら
届
き
し
だ
い

順
次
展
示
し
ま
す
。

日
　
程　
▽
１
月
５
日
（
火
）
〜
１０
日

（
日
）　
中
央
図
書
館

▽
１
月
１１
日
（
月
・
祝
）
〜
１４
日
（
木
）

　
上
宿
図
書
館

▽
１
月
１６
日
（
土
）
〜
２０
日（
水
）　
大
沼

図
書
館

▽
１
月
２３
日
（
土
）
〜
２８
日（
木
）　
小
川

西
町
図
書
館

問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
５
）

１
２
４
６

◆女
ひ と

と男
ひ と

のフォーラム
新型コロナウイルス感染症禍で、こども食堂が果たした役割や、状況の変化に困
惑する子どもや大人たちの様子を、ＮＰＯ法人全国こども食堂支援センター・む
すびえ理事長の湯浅誠さんが話します。すべての方にやさしい未来のために、私
たちができることは何か、考えるきっかけにしませんか。
と　き　２月１３日（土）　午前１０時〜１１時１５分
ところ　ルネこだいらレセプションホール
※駐車場はありません。
定　員　①会場…４０人、②テレビ会議システム（ズーム）で視聴…４０人
※①は保育５人あります（１歳から就学前まで、申込み先へ）。
申込み　１月４日（月）から、①は問合せ先へ（電話・電子メール可、先着順）、
②は東京都電子自治体共同運営サービスのホームページ（スマートフォンからは
紙面欄外のＱＲコードを読み取ってアクセス）へ（先着順）
企画・運営　小平市男女共同参画推進実行委員会
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０４２（３４６）９６１８、Akyodo-danjo@city.
kodaira.lg.jp

講演会

◆小平地域教育サポート・ネット事業
不登校の子どもの保護者には、戸惑いや心配事がたくさんあります。
卒業後の進路、親の関わり方などを、スクールカウンセラーや先輩保護者と話し
て交流します。
と　き　１月１６日（土）　午後２時〜４時　ところ　小平第二中学校会議室
対　象　学校を休みがちな子どもの保護者
※小・中学校卒業生の保護者も可。該当しない方はご遠慮ください。
定　員　２０人　申込み　当日、会場へ（先着順）
問合せ　地域学習支援課☎０４２（３４６）９８３４

学校を休みがちな子の
これからについて考える親の会

発達障がいの子どもたちを支援する、チャイルドフッド・ラボ代表理事の藤原里
美さんが、発達障がいの特性や、子どもとの向き合い方を伝えます。
子どもの発達が気になる、子どもが困った行動をした時にどうしたらいいのかわ
からないなど、子育てに悩む方はぜひご参加ください。
と　き　２月１３日（土）　午後２時〜４時　１時３０分開場
ところ　福祉会館５階市民ホール　定　員　８０人
申込み　１月４日（月）から２月５日（金）までに、参加者の氏名（ふりがな）、電
話番号、電子メールアドレス、立場（保護者、支援者、その他）をＮＰＯ法人こ
ども未来ラボへ（ファクシミリ・電子メール可、先着順）v０４２（３５９）４５８７、
Amachikado.mirai.imotae@gmail.com
問合せ　障がい者支援課☎０４２（３４６）９５４０

発達障がい啓発講演会
あなたもなれる
子どもを輝かせるメンタルコーチ

コロナ禍でもこどもが笑顔に
なるためにできること

小
・
中
学
校

入
学
通
知
書
を
発
送
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公共施設やイベントなど利用時のお願い▷新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用時はマスクの着用や、ごみの
持ち帰りなどにご協力ください。利用前には自宅で検温し、体調不良の方は利用を控えてください。また、氏名や連絡先
などの記入をお願いする場合があり、必要に応じて保健所などの公的機関に情報提供する場合があります。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

用水路にたまった泥
やごみを取り除く沼
さらいは、現在でも
５月ごろに行われて
います。また、昔は用水路をかわ、雑
木林をやまと呼ぶなど、独特の呼び方
がありました。

昔は畑ばかりで土ぼ
こりがひどく、家の
前にけやきなどを植
えて防砂林にしてい
ました。青梅街道などの街道沿いにけ
やきが多いのは、その時代の名残りで
す。

麦は、小平の主要な
農産物でした。脱穀
機がなかった昭和20
年代までは、麦打ち
唄（棒打ち唄）に合わせてくるり棒で
麦をたたき、脱穀していました。現在、
その唄は小平市棒打ち唄保存会によっ
て伝えられています。

お盆の迎え火と送り
火では、麦わらのた
いまつに火をつけて
回していました。昭
和20年代までは、各家庭でこうした風
習が残っていました。現在、小川寺で
昔の風習を残すため、お盆のときに行
われています。

　
郷
土
か
る
た
の
絵
札
に
は
、
小
平
の
風
習
が
多
く
描
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
小
平
郷
土
研
究
会
の
方
に
伺
っ
た
、
小
平

の
特
徴
を
描
い
た
札
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

小平市郷土かるたは、文化や歴史、自然、施設などを題材
に、小平の特徴を伝えています。このかるたは、昭和57
年に、郷土史研究の公民館活動をきっかけに自主講座から
結成された、小平市郷土かるたをつくる会が活動の中心と
なって製作されました。
郷土かるたが伝える、小平の歴史や文化を紹介します。

　
郷
土
か
る
た
が
作
ら
れ
た
昭
和
５０

年
代
の
小
平
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

か
ら
引
っ
越
し
て
来
る
人
が
多
く
、

故
郷
が
小
平
で
は
な
い
人
が
増
え
て

い
ま
し
た
。ま
た
、都
市
化
が
進
み
、

年
々
ま
ち
の
姿
が
変
わ
り
、
昔
な
が

ら
の
景
色
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
小
平
で
生
ま
れ
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
ふ
る
さ

と
の
記
憶
と
し
て
、
小
平
の
歴
史
や

文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
小
平
市
郷
土
か
る
た
を
つ

く
る
会
が
中
心
と
な
っ
て
か
る
た
を

作
り
ま
し
た
。

　
読
み
札
の
文
は
、
市
民
か
ら
の
公

募
を
経
て
、
集
ま
っ
た
７
百
８８
句
の

中
か
ら
選
考
し
、
つ
く
る
会
が
裏
面

の
解
説
文
と
と
も
に
編
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
絵
札
は
小
平
美
術
会
が

描
き
、
す
べ
て
市
民
の
手
作
り
で
完

成
し
ま
し
た
。

　
読
み
札
の
裏
面
の
解
説
文
は
、
史

跡
な
ど
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
な
由
来

や
説
明
を
、
要
点
を
ま
と
め
て
簡
単

な
表
現
で
書
い
て
い
ま
す
。
絵
札
と

と
も
に
、
興
味
を
持
っ
た
札
の
解
説

文
を
読
む
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
。

※
現
在
販
売
し
て
い
る
郷
土
か
る
た

は
、
市
制
施
行
４０
周
年
の
平
成
１４
年

に
復
刻
版
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
解
説
文
は
、
社
会
情
勢
の
変
化

や
新
た
な
資
料
の
発
見
に
よ
り
注
釈

を
つ
け
て
追
加・訂
正
し
て
い
ま
す
。

郷土かるたが伝える

市
民
手
作
り
の
か
る
た

絵
札
が
伝
え
る
小
平
の
風
習

文
化
や
歴
史
を
調
べ
る

郷
土
か
る
た
の
販
売
や
展
示

小平の歴史と文化
絵札を描いた小平美術会は、絵を描くことが好きな人
が集まり、活動しています。絵札は、読み札の内容を
さまざまな資料から調べ、その光景をイメージして描
いています。
数名の会員で手分けして描いたため、絵札それぞれに
作者の特徴が出ています。

郷土かるたには、読み札に関連がある場所をまと
めた地図も入っています。かるたで読んだ句を、
実際に見に行くことも、楽しみ方の１つです。

調べもの・レファレンスのページ
本の探し方を紹介しています。書名がわからない、どんな本を見て
調べたらよいかわからないなどのときにご利用ください。また、パ
スファインダー（調べものの方法や、資料の探し方の手引き）のペ
ージでは、テーマごとの本の紹介をしています。

デジタルアーカイブ
郷土写真や定点撮影など昔の小平の
写真や小平市史、写真資料、絵図な
どをデジタル化して公開していま
す。また、写真家の飯山達雄氏が昭
和24年から31年までに撮影した小
平市内の写真、約1,500枚もご覧に
なれます。生活や農作業、風景など、
当時の小平を知る貴重な資料です。

小平の昔の生活風土、伝承文化から気候や地形、地質や歴史・文化など
を地理・考古・民俗編、近世編、近現代編の３巻に分けて掲載していま
す。また、３編に記載されている主要なテーマをおおむね集録し、一冊
にまとめた入門書の、小平市史概要版・小平の歴史もあります。

小平市史は、市政資料コーナー（市役所
１階）、図書館（分室を除く）、小平ふる
さと村で販売しています。また、図書館
（分室を除く）では閲覧・貸し出しもし
ています。
価　格　▷小平市史（地理・考古・民俗
編、近世編、近現代編）…各2，600円
▷小平市史別冊　写真集…1,600円
▷小平市史概要版　小平の歴史…600円
問合せ　中央図書館☎042（345）1246

お正月に遊んだ、かるたやたこ、今でも買え
る懐かしい雰囲気のおもちゃを展示します。
また、郷土かるたの札とかるたに関連する昭
和20年～30年代の写真も展示します。
と　き　１月31日（日）まで
ところ　小平ふるさと村
問合せ　小平ふるさと村☎042（345）8155

郷土かるた全種類の絵札と解説を展示し
ます。また、郷土史を調べる書籍の一覧
なども展示します。
と　き　２月17日（水）まで
ところ　中央図書館２階展示ギャラリー
問合せ　中央図書館☎042（345）1246

市政資料コーナー（市役所１階）で小平市郷土か
るた（復刻版）を販売しています。
価　格　900円
問合せ　文化スポーツ課☎042（346）9501

小平美術会初代会長で、日
本画家として活動していた
宮本弘康さんの作品です。
絵札は日本画風で、歴史も
のを多く描いています。
ほかに描いた絵札
い、け、た、つ、て、ひ、
ふ、へ、み、を、ん

大学で日本画を学び、現在
小平美術会会長の井上秀城
さんの作品です。風習を知
っている人から聞き取りな
どをして、温かい雰囲気の
絵で描いています。
ほかに描いた絵札
え、こ、す、ち、に、の

彫刻家で、日本最大の公募
展、日展の審査員もしてい
た木嶋延幸さんの作品で
す。建物や木々の枝など細
かい箇所を繊細に描いてい
ます。
ほかに描いた絵札
か、く、さ、そ、な、は、
よ、ら、り

画家で、郵便切手に印刷さ
れた絵（肖像画）などを描
いていた渡辺章人さんの作
品です。風景の絵が多く、
昔の小平の様子がきれいに
描かれています。
ほかに描いた絵札
あ、う、お、き、や、れ、
ね

絵札に込めた思い

郷土かるた地図

小平の歴史が書かれた絵札を紹介

小平市立図書館ホームページ 小平市史 小平ふるさと村
懐かしいおもちゃ展と
郷土かるたに関する写真を展示

郷土かるたの展示 郷土かるたの販売

用水に 水車をしかけ
粉にひく

主な絵札の作者とその作品の一部を紹介

小平美術会会長
井上秀城さん

郷土かるた裏面解説の一部を抜粋して
紹介します。

江戸時代中期ごろから、武蔵野の村々には
水車がしかけられた。小平では1764年ご
ろに最初の水車がかけられた記録があり、
多くは麦をひくことに使われ、ほかに脱穀
や糸よりなどにも使われていた。市内で水
車は昭和23年ごろまで使われていた。

類のない 九道の辻は
交通の要所

府中街道の小平市と東村山市の境に九道
の辻という交差点がある。ここは昔、鎌
倉街道や江戸街道など9本の道が交差し
ていた。ここに１本の桜があり、新田義
貞が鎌倉へ攻め上る時、どの道が鎌倉へ
続いているのか、道しるべとして植えた
と言い伝えがある。この交差点には、今
も７本の道が残っている。

鈴木遺跡資料館

花小金井駅から中央図書館まで、青梅街道沿いの郷土か
るたの札に描かれた場所を、まち巡りガイドが解説しな
がら歩きます。お正月の運動不足解消に歩きませんか。

と　き　１月31日（日）　荒天中止
集　合　西武線花小金井駅南口、午前９時20分
※解散は午後０時30分ごろ、中央図書館。
費　用　500円　　定　員　10人
申込み　１月12日（火）の午前９時から、電話または電
子メールで住所、氏名、電話番号、件名「郷土かるたで
まち歩き」をこだいら観光まちづくり協会へ（先着順）
☎042（312）3954、Ainfo@kodaira-tourism.com

郷土かるたの絵札で巡るまち歩き

小平
ふるさと村

延命寺 熊野宮 青梅街道

鷹の道跡や青梅街道の伝馬継跡など、ふだん歩いていても気づ
かないような景色を、解説を聞きながら歩いて、歴史や文化を
学びませんか。

まち巡りガイド

小平市立図書館所蔵
飯山達雄氏寄贈

昭和31年の青梅街道

赤土の
風から守る
屋敷森

ぬまさらい
昔はのんだ
村の用水

麦わらの
たいまつ回し
盆の入り

くるり棒
唄に合わせて
麦を打ち

る

小平の 開拓助けた
玉川上水

江戸幕府は、増え続ける江戸の人々の
ために多摩川から水を引くことにし
た。羽村から四谷大木戸までの43㌔
㍍（落差約92㍍）に上水路を掘る大
がかりな工事で、玉川兄弟は２度の失
敗の後、測量技術の助けを借りて
1654年ごろに開通させた。この上水
からの分水で、武蔵野の新田開発はど
んどん進んだ。

こ

鷹の道 尾張の
殿様 お鷹狩り

飼いならした鷹を訓練して鳥や獣を捕
ることを鷹狩りと言い、一部の許され
た人しかできず、江戸時代は将軍や大
名に限られていた。武蔵野あたりは、
尾張藩の鷹狩りの場所で、殿様や鷹場
役人の通る道とされていたのが鷹の道
である。農民は、大きな音を立てない、
鳥獣を取ってはいけないなどの制限で
不自由な生活をしていた。

た

よ
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スマートフォン用アプリ
小平トピックス

公民館の講座・イベント

土曜子ども映画会　日本の名作童話　もも太郎、トムとジェリーほか　定員
１５人　先着順
d １ 月 ９ 日（土）　午前１０時から
m 当日、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

金曜市民劇場　潮音　ある愛のかたみ　定員３０人　先着順
d １ 月１５日（金）　午後 ７ 時から
n 旧来の木彫界にあって、海の三部作や生命感あふれる作品を残しながら、
３１歳の若さで戦死した石巻市出身の天才木彫家・高橋英吉。閉塞の時代に独
自の創作活動を展開した一芸術家の愛と苦悩の生涯をドキュメント・ドラマ
で描く
m 当日、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

地域支援講座　子どもの安心・安全な環境づくり（全 ６回）　抽選
d ２ 月１３日〜 ３ 月２７日の土曜日（ ３ 月２０日を除く）　午後 ２ 時〜 ４ 時
t 市内在住・在勤・在学の方
n 子どもの生活の安心・安全な環境づくりのための取り組みを、小平市で
の実例を中心にさまざまな角度から学ぶ
k 成田弘子さん（子どものネットリスク教育研究会副代表）ほか
m １ 月３０日（土）まで（月曜日を除く）に、津田公民館へ☎０４２（３４２）０８６３

文化・教養講座　よくわかる英会話入門　語学と異文化理解を、同時に学ぶ
　（全 ４回）　抽選
d ２ 月２６日〜 ３ 月１９日の金曜日　午後 ７ 時〜 ８ 時３０分
t 市内在住・在勤・在学の方
n アメリカの現状・文化と日常英会話を学ぶ
k スミス・グレンさん（英語教師）
m ２ 月 ５ 日（金）まで（月曜日を除く）に、花小金井南公民館へ☎０４２（４６１） 
０８６１

※詳しくは、公民館のチラシや小平市ホームページをご覧ください。

d…日時　t…対象　n…内容　k…講師
m…申込期限と実施場所

東京２０２０オリンピック・パラリンピック聖火リレーで使用するトーチを展示し
ます。トーチを間近で見ることができる貴重な機会です。ぜひご覧ください。
※トーチに触れることはできません。写真撮影はできます。
と　き　２月１日（月）・２日（火）　午前９時〜午後５時
ところ　市役所１階ロビー　問合せ　文化スポーツ課☎0４２（３４６）９６１２

聖火リレーのトーチを展示
オリンピック・パラリンピック

◆外国人と日本語で話そう
やさしい日本語とは、ふだん使う日本語より簡単で、外国人にもわかりやすい日
本語表現です。外国人との交流に有効な、やさしい日本語を学習します。
と　き　２月１１日（木・祝）　午後１時３０分〜４時３０分
ところ　中央公民館講座室２　対　象　市内在住・在勤・在学の方
定　員　３０人
申込み　２月３日（水）までに、講座名、住所、氏名、電話番号を文化スポーツ課
へ（電話・電子メール可、先着順）☎0４２（３４６）９６１２、Acdc００２０@city.kod
aira.lg.jp

やさしい日本語講座
入門編

これからランニングを始めようと思っている方からフルマラソン完走を目指して
いる方までを対象に、正しいフォームやトレーニング方法を学びます。けがをし
ない正しいフォームを身につけませんか。
と　き　２月１３日・２０日の土曜日　午前１０時〜正午　全２回
ところ　小平元気村おがわ東屋外広場（雨天の場合は屋内広場）
対　象　市内在住・在勤・在学で２０歳以上の方　定　員　３０人
※動きやすい服装でランニングシューズ、室内運動靴、タオル、飲み物を持参。
申込み　１月２５日（月）までに、電子メールに教室名、住所、氏名、電話番号、
年齢を文化スポーツ課へ（電話可、申込み多数の場合は抽選）☎０４２（３４６）９６１２、
Acdc００２０@city.kodaira.lg.jp

ランニング教室
けがをしない走り方を学ぶ

消
防
団
出
初
式

　
小
平
市
消
防
団
（
筋
野
明
団
長
）
は
、

９
個
分
団
百
５１
人
で
編
成
さ
れ
、
団
員
は

生
業
を
持
ち
な
が
ら
、
奉
仕
の
精
神
で
火

災
な
ど
の
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
守
る
た
め
、
日
夜
献
身
的
に

防
災
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
出
初
式
は
、
消
防
団
に
よ
る
伝
統
的
な

年
頭
行
事
で
す
が
、
今
年
度
は
、
関
係
者

の
み
で
実
施
し
ま
す
。

と
　
き　
１
月
９
日
（
土
）

※
午
前
８
時
か
ら
、
消
防
団
各
分
団
詰
所

で
サ
イ
レ
ン
を
１０
秒
間
鳴
ら
し
ま
す
。
火

災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
１
３

多
摩
六
都

　
　
科
学
館

★
★

★

▪
全
編
生
解
説
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
　
南
半

球
の
星
空

　
大
航
海
時
代
に
未
知
で
あ
っ
た
南
半
球

を
目
指
す
人
々
が
目
印
と
し
た
南
十
字
星

を
は
じ
め
、
日
本
か
ら
は
見
る
こ
と
が
で

　
参
加
者
に
は
、
動
画

で
紹
介
し
た
小
平
名
産

の
東
京
う
ど
や
東
京
ブ

ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

と
　
き　
２
月
１３
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時

費
　
用　
１
千
３
百
円

定
　
員　
２０
人

申
込
み　
１
月
４
日
（
月
）
の
午
前
１０
時

か
ら
２
月
３
日
（
水
）
ま
で
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
右
図
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
）
へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
フ
ラ
ッ
と
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ　
小
平
に

こ
な
い
か

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
☎
０４２
（
３
１
２
）
３
９
５
４

ポ
ス
ト
カ
ー
ド

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

丸
い
ポ
ス
ト
の
あ
る
風
景

　
丸
い
ポ
ス
ト
の
あ
る
風
景
を
テ
ー
マ
に

募
集
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
・
入
選

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き　
１
月
９
日
（
土
）
〜
３
月
３１
日

（
水
）

き
な
い
星
空
を
案
内
し
ま
す
。

と
　
き　
１
月
３
日（
日
）〜
２４
日（
日
）

※
投
影
時
間
や
休
館
日
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
　
用　
観
覧
付
入
館
券
…
大
人
１
千
４０

円
、
小
人
４
百
２０
円

※
小
学
２
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
と
観

覧
し
て
く
だ
さ
い
。

定
　
員　
百
１０
席

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
多
摩
六
都
科
学
館

問
合
せ　
多
摩
六
都
科
学
館
☎
０
４
２

（
４
６
９
）
６
１
０
０

小
平
の
名
産
を
巡
る

オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
　
ツ
ア
ー

▪
う
ど
料
理
の
レ
シ
ピ
紹
介
や
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
工
場
・
足
湯
を
巡
る

　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム（
ズ
ー
ム
）で
、

東
京
う
ど
の
収
穫
体
験
や
う
ど
料
理
レ
シ

ピ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
探
訪
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
１
階
情
報
ロ
ビ

ー※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
　
催　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
、
小
平

市後
　
援　
日
本
郵
便
株
式
会
社
小
平
郵
便

局
、
小
平
商
工
会
、
小
平
市
写
真
連
盟
、

小
平
丸
ポ
ス
ト
愛
好
会
、
こ
だ
い
ら
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

親
子
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
を
お
届
け

出
張
児
童
館

　
児
童
館
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
親
子
で
楽

し
め
る
体
操
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
節
分
の
お
祝
い
も
し
ま
す
。

と
　
き　
１
月
２９
日
（
金
）　
午
前
１０
時

３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
和
室
け
や
き

対
　
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

定
　
員　
１２
組

申
込
み　
１
月
１３
日
（
水
）
か
ら
、
小
川

町
二
丁
目
児
童
館
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３

４
５
）
６
４
５
４

使
用
者
を
募
集

市
民
菜
園

　
菜
園
で
作
物
を
作
り
、
健
康
的
な
余
暇

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
味
菜
園

と
小
川
町
一
丁
目
菜
園
の
２
か
所
の
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
菜
園　
▽
味
菜
園
（
仲
町
２
９
３
番

地
）
…
３
百
１
区
画

▽
小
川
町
一
丁
目
菜
園
（
小
川
町
１
︱
１

の
い
ず
れ
か
）
に
参
加
が
必
要
で
す
。

※
今
回
募
集
の
菜
園
を
現
在
使
用
し
て
い

て
、
再
度
使
用
を
希
望
す
る
方
も
申
し
込

み
が
必
要
で
す
が
、
野
火
止
菜
園
使
用
者

は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

申
込
み　
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
１５
日

（
金
）
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
申
込
書

ま
た
は
は
が
き
に
必
要
事
項
（
左
図
参

照
）
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
送

付
可
、
電
話
不
可
）

※
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役
所
へ

提
出
も
で
き
ま
す
。
申
込
書
は
問
合
せ
先

に
あ
る
ほ
か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

０
６
７
︱
１
）
…
百
１７
区
画

※
い
ず
れ
も
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貸
出
期
間　
３
月
か
ら
令
和
５
年
２
月
ま

で
の
２
年
間

貸
出
区
画　
１
世
帯
１
区
画
（
１
区
画
１０

平
方
㍍
）

※
区
画
は
選
べ
ま
せ
ん
。

費
　
用　
年
６
千
円

対
　
象　
市
内
在
住
の
方

※
菜
園
を
現
在
使
用
し
て
い
な
い
方
は
、

説
明
会
（
２
月
８
日
（
月
）〜
１０
日
（
水
）

※
１
世
帯
で
の
重
複
申
込
み
や
、
他
人
の

名
義
で
の
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
１
月
２２
日

（
金
）
の
午
前
１０
時
か
ら
市
役
所
５
階
５

０
５
会
議
室
で
公
開
抽
選
を
し
ま
す
。
申

込
み
結
果
は
、
１
月
２７
日
（
水
）
に
発
送

し
ま
す
。

※
当
選
者
向
け
の
説
明
会
な
ど
、
詳
し
く

は
当
選
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

（
〒
１８７
︱
８
７
０
１　
小
平
市
役
所
）
☎

０４２
（
３
４
６
）
９
５
３
２

ギ
ャ
ラ
リ
ー
案
内

中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
０４２
（
３
４
１
）
０
８
６
１

▪
樹
の
会
展　
ク
ロ
ッ
キ
ー
人
物
画

１
月
１９
日（
火
）〜
２４
日（
日
）午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
（
１９
日
は
午
後
１
時

か
ら
、
２４
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
☎

芦
野
０
９
０（
７
１
８
９
）８
４
７
９

Ｎ東京街道

西武新宿線

青梅街道

緑川通り

（美園町信号）

あじさい公園

マンション

マンション

（天神町信号）
スーパー

あ
か
し
あ
通
り

回
田
道

味菜園

小平駅

※
車
は
入
れ
ま
せ
ん
。

鷹
の
台
駅

西
武
国
分
寺
線

小
平一小

青梅街道

たかの街道※通り抜け厳禁。

Ｎ

小川町一丁目
菜園

※余白は多めにとってください。

はがき記入内容

１、住　所
２、氏　名（ふりがな）
３、電話番号
４、申込菜園名（○○菜園）
５、現在使用区画番号
※同じ区画を希望しない方は、「希
望しない」と記入して下さい。

余　　　　　白



ご利用ください  市民無料相談  市民課市民相談担当
相　談　名 担　当　者 相　談　日 相談時間など

法 律 相 談 弁 護 士 １月２１日（木）・２９日（金） ・相談時間（予約制）
　午後 １ 時３０分～ ４ 時３０分
（ １回３０分以内）

・対象
　市内在住・在勤・在学の方

・申込み（電話可、先着順）
　 １月 ４日（月）から
　午前 ８時３０分〜午後 ５時
　（相談日当日は正午まで。
土曜・日曜日、祝日を除
く）

　☎０４２（３４６）９５０８
　※各相談についておひとり
１年度 3回までです。

税 務 相 談 税 理 士 １月２５日（月）

交 通 事 故 相 談 弁 護 士
（交通事故専門） １月１９日（火）

相続・暮らしの
手 続 相 談 行 政 書 士 １月２０日（水）

登 記 ・
成 年 後 見 相 談

司 法 書 士 −
土地家屋調査士 １月１２日（火）

住宅・不動産相談 宅地建物取引士等 １月２６日（火）
年金・労務相談 社会保険労務士 １月 ６日（水）
行 政 相 談 行 政 相 談 委 員 １月２２日（金）
人権・身の上相談 人 権 擁 護 委 員 −
家 庭 相 談 家 庭 相 談 員 １月１８日（月）
市 民 相 談
（ 市 政 な ど ） 市 職 員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 ８時３０分～午後 ５時

☎０４２（３４６）９５０８

消 費 生 活 相 談 消費生活相談員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 ９時～正午、午後 １時～ ４時
☎０４２（３４６）９５５０

新型コロナウイルス感染症の相談先

発熱などの症状がある場合は、かかりつけ医など地域の医療機関へ電話で相談
してください。
かかりつけ医など地域の医療機関が見つからない場合は、東京都発熱相談セン
ターへ電話で相談してください。２４時間受け付けています。
▷東京都発熱相談センター
電話番号　０３（５３２０）４５９２

◆発熱などの症状がある

新型コロナコールセンターへ電話またはファクシミリで相談してください。
▷新型コロナコールセンター
受付時間　午前９時〜午後１０時
電話番号　０５７０（５５０５７１）　FAX　０３（５３８８）１３９６

◆感染しているのではないかと不安、感染予防法が知りたい

スポーツイベントスポーツイベント
市民総合体育館（〒187－0025　津田町一丁目 1番 1号）☎042（343）1611 ※体育館…市民総合体育館。種目の内容など、詳しくは大会要項をご覧いただくか、

各問合せ先へ。大会要項は体育協会（市民総合体育館内）にあります。

市民体育祭　サッカー大会（３年・４年生の部）（小平市サッカー協会）
d ‌�２月６日（土）・７日（日）・２０日（土）・２１日（日）・２３日（火・祝）・２７日（土）・２８日（日）
b ‌�市内グラウンド
s ‌�１チーム５,０００円
t ‌�市内在住・在学・市内チーム所属の小学３年・４年生
g ‌�１月３０日（土）　午後６時から
　 �※テレビ会議システム（ズーム）で実施予定。
m ‌�１月２０日（水）までに、電子メールで問合せ先へ
i ‌�井上☎０９０（３５９４）６７７６、Ajuve１４１１@gmail.com

学校体育館スポーツ個人開放中止日
１月　一小…１５日・２２日・２９日
　　　二小…３１日
　　　四小…１５日・３１日
　　　七小…３１日
※１月５日までは全校で開放を中止しています。

太極拳長期教室（小平市武術太極拳連盟）
s ‌�各問合せ先へ　t ‌�市内在住・在勤・在学の方
n ‌�２４式太極拳、４８式太極拳、剣ほか（おおむね４歳から高校生までは中国武術を中心に

実施）
d ‌�b ‌�i
日曜日　午前９時３０分〜１１時３０分　上水本町地域センター　阿部☎０４２（３４３）７６７８
火曜日　午前１０時〜正午　花小金井南公民館　百々☎０４２（４７６）３５８３
火曜日　午後３時〜５時　花小金井武道館　前田☎０４２（４６２）７６３１
火曜日　午後７時〜９時　中央公民館　清水☎０８０（２４２９）５４１４
水曜日　午後１時３０分〜４時４５分　美園地域センター　平山☎０４２（５０７）６７１１
水曜日　午後２時〜４時　体育館　勝俣☎０４２（３０９）３７９０
水曜日　午後７時５分〜９時５分　体育館　髙橋☎０４２（３２３）８５５７
木曜日　午前１０時〜正午　花小金井南公民館　佐藤☎０９０（７８３８）８３２５
金曜日　午前１０時〜１１時３０分　中島地域センター　笠木☎０４２（３４３）１２６７
金曜日　午後１時〜３時　花小金井武道館　稲垣☎０４２（３２１）８２９２
土曜日　午後４時３０分〜７時（おおむね４歳から大人までのための中国武術教室）
体育館　野田☎０４２（３４４）４６８６
m ‌�当日、会場へ

d…日時　b…場所　s…費用　t…対象　n…内容　g…代表者会議　
m…申込み　i…問合せ先

イベント名 と　き ところ 費　用 申込み・問合せ 備　考
手打ちうどん体験講習会 １ 月２３日（土）午後 １時３０分〜 ４時３０分 中央公民館実習室 ７００円 江連☎０４２（３４３）５１５３ 先着１５人。詳細は問合せ先へ
映画　ゆうやけ子どもクラブ　上映会 ２ 月 ６ 日（土）午後 １時〜 ３時、４時３０分〜 ６時３０分 ルネこだいらレセプションホール 入場料１,０００円 櫻井☎０４２（３４４）２４４８ 事前申込み制、各回定員５０人

団体名 活動日 ところ 会　費 申込み・問合せ 備　考
日本将棋連盟小平支部 第 １〜 ３日曜日午後 １時〜 ５時 学園西町地域センターほか 年４,０００円 池田☎０９０（７８２８）６４６７ 学生・女性は年３０００円
英会話学習会 第 １・３火曜日午後 ６時〜 ７時３０分 なかまちテラス 月２,０００円 岡本☎０８０（３２０２）０４０８ 教材費別、外人女性教師見学可
着つけ紬の会 第 ２・４木曜日午後 １時３０分〜 ４時 小川西町公民館 月２,０００円 谷口☎０４２（５７３）８９１４ 初心者。丁寧に指導します
水墨画・紫希会 第 ３土曜日　午後 １時〜 ３時 小川東第 ２地域センター 月２,０００円 青木☎０４２（３３２）７１５６ 初心者・見学可　新小平駅徒歩５分

掲載希望団体は秘書広報課、公民館利用団体は各公民館へ　▷政治、宗教、営利不可　▷先着順で受付　▷添削あり　▷掲載後の責任は負いかねます　秘書広報課☎042（346）9505

ミ

報

ニ

情

催
集
し

い

募

集

◆段ボールクッカーでエコな生活
ガスや電気を使わず、太陽光で熱を発生さ
せて調理できる段ボールソーラークッカー
を作ります。
と　き　１月２３日（土）　午前１０時〜午後
１時
ところ　小平元気村おがわ東第一会議室
費　用　１,０００円
対　象　市内在住・在勤・在学の方
定　員　15人
申込み　１月２１日（木）までに、住所、氏名、電話番号を環境政策課へ（電
話・電子メール可、先着順）☎０４２（３４６）９８１８、Akankyoseisaku@
city.kodaira.lg.jp

◆気候変動への適応とは
気温上昇による異常気象は、台風による被害の甚大化や猛暑日が続く気候
など、私たちの生活に大きな影響を及ぼしています。
講演会では、気温上昇で発生する影響や被害、その対応策を、気象予報士
の植木奈緒子さんが話します。
と　き　１月２７日（水）　午後１時３０分〜３時３０分
ところ　市役所６階大会議室
対　象　市内在住・在勤・在学の方　　定　員　３５人
申込み　１月２０日（水）までに、住所、氏名、電話番号を環境政策課へ（電
話・電子メール可、先着順）☎０４２（３４６）９８１８、Akankyoseisaku@
city.kodaira.lg.jp

工作教室

講演会

燃料費０円のおひさまクッキング

気象キャスターに学ぶ地球温暖化

ソーラークッカー

ＮＰＯ法人こだいらソーラーは、環境にやさしい
エネルギー（再生可能エネルギー）を地域で作り、
地域で消費することを目指す活動をしています。
活動の一つとして、太陽光発電設備の費用を市民
から集め、市内事業者から屋根を借りて、太陽光
発電を運営する取り組みがあります。
この市民共同発電所と呼ばれる太陽光発電所は、現在７か所（市内は６か所）
で稼働し、合計約１００㌔㍗（一般家庭が１年間で使用する電力約２８世帯分）の
発電能力を持っています。また、災害時にはエネルギー供給拠点として役割を
果たします。ほかにも、講演会や太陽光発電所などの見学会、環境関連イベント
への出展、小平市いきいき協働事業や提示型公募事業を通して、環境に優しい
暮らし方や気候変動への適応策の普及啓発に取り組
んでいます。
こうした活動が二酸化炭素排出量の削減や気候変動
適応策の理解促進に大きく寄与するものとして評価
され、令和２年度気候変動アクション環境大臣表彰
（普及促進部門（緩和・適応分野））を受賞しました。

◆一緒に活動する方を募集
こだいらソーラー会員として、活動に参加でき
る方や、太陽光発電を設置する屋根を貸してい
ただける事業者を募集しています。
会費や参加方法など、詳しくはホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。
H検索　こだいらソーラー
問合せ　ＮＰＯ法人こだいらソーラー代表都甲
☎０９０（８５０５）４１９２、FAX０４２（３３２）７１５３、
Akodaira.solar@gmail.com

環境大臣表彰を受賞
こだいらソーラー

市民共同発電所 １号

イベント出展

市長へ受賞を報告

令和３（２０２１）.1.１7
市報こだいらへのご意見・ご感想のアンケートは、右図のQRコー
ドまたは小平市ホームページから回答できます。
ご意見などを参考にして、よい良い紙面づくりに努めていきます。

小平市ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp　　　QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です
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コロナ禍の　新年なれど　陽は昇り
富士山白く　厳かに見ゆ	 平本満里子

　

昔
の
小
平
は
畑
が
多
く
て
広
々
と
し
た
場

所
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
土
ぼ
こ
り
が
ひ
ど
か

っ
た
の
。春
先
に
は
、赤
っ
風（
あ
か
っ
か
ぜ
）

っ
て
い
う
赤
土
が
巻
き
上
げ
ら
れ
た
強
い
風

が
吹
い
て
、
目
を
開
け
る
の
も
大
変
だ
っ
た

ね
。
そ
れ
で
目
を
こ
す
る
せ
い
か
、
よ
く
も

の
も
ら
い（
麦
粒
腫
）が
で
き
た
も
ん
だ
よ
。

　

今
な
ら
す
ぐ
眼
科
に
行
く
け
ど
、
昔
は
目

医
者
さ
ん
が
少
な
く
て
ね
。
お
ま
じ
な
い
な

ん
か
で
、
治
そ
う
と
し
た
ん
だ
よ
。

　

も
の
も
ら
い
が
で
き
る
と
、
障
子
の
破
れ

目
か
ら
、
手
を
出
し
て
、
お
に
ぎ
り
を
も
ら

う
の
。
そ
れ
を
食
べ
れ
ば
、
も
の
も
ら
い
が

治
る
ん
だ
っ
て
。
お
に
ぎ
り
に
限
ら
ず
、
何

か
物
を
も
ら
う
だ
け
で
も
い
い
っ
て
言
う
人

も
い
た
ね
。

　

井
戸
に
行
っ
て
、
目
籠
（
め
か
ご
）
っ
て

い
う
目
の
あ
ら
い
竹
の
ざ
る
を
、
井
戸
に
半

分
だ
け
か
ざ
し
、「
こ
の
も
の
も
ら
い
を
治

し
て
く
れ
た
ら
、
全
部
見
せ
ま
す
」
と
２
・

３
回
唱
え
る
の
も
あ
っ
た
よ
。

　

一
円
玉
で
も
の
も
ら
い
を
軽
く
こ
す
っ

て
、
道
に
捨
て
る
っ
て
い
う
の
も
あ
っ
た
わ

ね
。
ひ
ど
い
話
な
ん
だ
け
ど
、
一
円
玉
を
拾

っ
た
人
に
、
も
の
も
ら
い
も
一
緒
に
拾
っ
て

も
ら
お
う
っ
て
こ
と
ね
。

　

ど
れ
も
こ
れ
も
効
く
わ
け
は
な
い
ん
だ
け

ど
、
い
ろ
ん
な
お
ま
じ
な
い
が
あ
っ
た
ね
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

し
、感
染
症
予
防
に
注
意
し
た
１
年
で
し
た
。

　

医
療
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
病

気
に
つ
い
て
は
俗
信
を
信
じ
、
身
近
な
植
物

を
薬
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
平
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
民
間
療
法
や
、

俗
信
を
紹
介
し
ま
す
。

も
の
も
ら
い
の
お
ま
じ
な
い

　

小
平
は
畑
が
多
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、

雑
木
林
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

　

こ
の
辺
り
で
は
雑
木
林
の
こ
と
を
、

や
ま
と
呼
ん
で
、
堆
肥
に
す
る
た
め
の

落
ち
葉
を
集
め
た
り
、
た
き
つ
け
に
す

る
小
枝
を
拾
い
に
行
く
大
切
な
場
所
だ

っ
た
の
。
ふ
つ
う
、
や
ま
と
言
え
ば
、

高
く
盛
り
上
が
っ
た
所
の
こ
と
な
ん
だ

け
ど
、
平
ら
な
の
に
や
ま
と
呼
ん
で
い

た
ん
だ
ね
。

　

そ
の
や
ま
に
は
、
秋
に
な
る
と
き
の

こ
が
生
え
る
の
で
、
よ
く
取
り
に
行
っ

た
も
ん
だ
よ
。
き
の
こ
は
煮
込
み
う
ど

ん
に
入
れ
て
食
べ
る
ん
だ
け
ど
、
昔
か

ら
の
言
い
伝
え
で
、
必
ず
な
す
も
入
れ

る
ん
だ
よ
。
な
す
と
一
緒
に
食
べ
れ

ば
、
毒
消
し
に
な
る
っ
て
言
わ
れ
て
い

た
か
ら
ね
。

　

朝
早
く
起
き
て
や
ま
に
行
く
と
、
い

ろ
ん
な
き
の
こ
が
出
て
い
る
の
。

　

「
赤
や
黄
色
の
き
れ
い
な
き
の
こ
は

毒
き
の
こ
だ
」
と
か
、「
縦
に
さ
け
る

き
の
こ
は
食
べ
ら
れ
る
き
の
こ
だ
」
と

か
、
言
わ
れ
て
い
た
よ
。

　

あ
る
家
の
話
な
ん
だ
け
ど
、
木
の
根

元
に
、
き
の
こ
が
ざ
っ
く
り
と
か
た
ま

り
で
生
え
て
い
て
、「
セ
ン
ボ
ン
シ
メ

ジ
だ
」
と
喜
ん
で
持
っ
て
帰
っ
た
ん
だ

っ
て
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
な
す
と
一
緒
に
う

ど
ん
に
入
れ
て
食
べ
た
ら
、
あ
た
っ
て

し
ま
っ
た
そ
う
だ
。
よ
く
調
べ
た
ら
、

そ
れ
は
セ
ン
ボ
ン
シ
メ
ジ
じ
ゃ
な
く

て
、
ニ
ガ
グ
リ
ダ
ケ
と
い
う
毒
き
の
こ

だ
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
以
来
、
そ
の
家
で

は
、
き
の
こ
を
食
べ
な
く
な
っ
た
ん
だ

っ
て
。

　

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
の
中
に
は
当
て

に
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
っ
て
こ
と
だ

ね
。

き
の
こ
に
あ
た
っ
た
話

　

捻
挫
し
た
と
き
は
、
彼
岸
花
の
根
を

す
り
お
ろ
し
、
小
麦
粉
と
練
っ
て
、
痛

い
と
こ
ろ
に
貼
る
と
、
腫
れ
が
ひ
く
ん

だ
っ
て
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
け
が
は
、
ど
く
だ
み

や
よ
も
ぎ
の
葉
を
も
ん
で
傷
口
に
つ
け

た
よ
。

　

お
で
き
が
で
き
る
と
、
ど
く
だ
み
の

葉
を
火
で
あ
ぶ
っ
て
、
お
で
き
の
上
に

貼
る
ん
だ
よ
。す
る
と
、う
み
が
出
て
、

早
く
治
る
の
。
特
に
、
と
げ
が
刺
さ
っ

た
ま
ま
う
ん
だ
時
に
は
、
と
げ
と
一
緒

に
う
み
が
出
て
く
る
ん
だ
っ
て
。

　

ど
く
だ
み
の
葉
を
干
し
て
、
煎
じ
て

飲
め
ば
、
胃
に
い
い
と
か
、
お
通
じ
に

い
い
と
も
言
っ
た
ね
。
お
茶
代
わ
り
に

飲
ん
で
い
る
人
も
い
た
よ
。

　

ど
く
だ
み
は
十
薬
（
じ
ゅ
う
や
く
）

と
も
呼
ば
れ
る
ぐ
ら
い
、
色
ん
な
も
の

に
使
わ
れ
て
い
た
ん
だ
よ
。

　

あ
せ
も
に
は
、
桃
の
葉
を
煎
じ
た
湯

を
お
風
呂
に
入
れ
た
ね
。

　

虫
か
ぶ
れ
に
は
、
み
ょ
う
が
の
葉
を

も
ん
で
出
て
き
た
汁
を
つ
け
た
の
。

　

昔
は
薬
が
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
か

ら
、
効
き
目
は
と
も
か
く
、
身
近
な
植

物
を
使
っ
た
ん
だ
ね
。

薬
に
使
っ
た
植
物

　

夏
の
暑
い
と
き
、
食
欲
が
無
く
な
っ
て
、

頭
痛
や
吐
き
気
が
す
る
の
を
、
あ
つ
け
（
暑

気
あ
た
り
）
っ
て
呼
ん
で
い
た
の
。
あ
つ
け

に
な
る
と
、
き
ゅ
う
り
が
熱
を
取
る
っ
て
言

っ
て
、
き
ゅ
う
り
を
す
り
お
ろ
し
て
、
足
の

裏
や
お
で
こ
に
貼
り
付
け
た
ん
だ
よ
。
そ
れ

で
涼
し
い
所
で
寝
て
い
る
と
、
具
合
が
よ
く

な
っ
た
も
ん
だ
よ
。
今
で
い
う
熱
中
症
だ
よ

ね
。 あ

つ
け

みょうがの葉 桃の葉 どくだみ

　

風
邪
の
ひ
き
始
め
で
、
の

ど
が
痛
い
と
き
は
、
蜂
蜜
を

な
め
た
り
、
大
根
水
を
飲
ん

だ
り
し
た
よ
。
大
根
水
っ
て

い
う
の
は
、
大
根
を
さ
い
の

目
や
太
目
の
千
切
り
に
し
た

の
を
水
あ
め
や
蜂
蜜
に
漬
け

た
も
の
な
の
。少
し
置
く
と
、

大
根
か
ら
水
分
が
出
て
、
甘

く
て
お
い
し
い
ん
だ
よ
。
そ

れ
を
飲
む
と
の
ど
の
痛
み
が

や
わ
ら
ぐ
気
が
し
た
ね
。

　

鼻
づ
ま
り
の
と
き
は
、
長

ね
ぎ
を
枕
の
下
に
置
い
て
寝

た
り
、
直
接
鼻
の
穴
に
さ
す

と
い
い
ん
だ
っ
て
。
ぞ
く
ぞ

く
し
て
寒
気
が
す
る
と
き

は
、
長
ね
ぎ
を
首
に
巻
く
ん

だ
よ
。
ね
ぎ
を
長
い
ま
ま
焼

い
て
柔
ら
か
く
し
て
か
ら
、

塩
を
ま
ぶ
し
て
、
手
ぬ
ぐ
い

で
包
む
の
。
そ
れ
を
首
に
巻

く
と
、
ね
ぎ
が
温
か
く
て
、

気
持
ち
が
い
い
ん
だ
よ
。

　

ご
ぼ
う
汁
っ
て
い
う
の

も
、
よ
く
作
っ
た
ね
。
ご
ぼ

う
を
す
り
お
ろ
し
て
、
お
わ

ん
に
入
れ
、
か
つ
お
節
と
み

そ
を
加
え
て
、
熱
湯
を
注
げ

ば
出
来
上
が
る
簡
単
な
も
の

な
ん
だ
け
ど
、
熱
々
の
汁
を

飲
ん
で
寝
る
と
、
風
邪
も
治

る
気
が
し
た
よ
。

　

大
人
は
カ
リ
ン
酒
や
日
本

酒
を
温
め
て
卵
を
入
れ
た
卵

酒
を
飲
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

体
を
温
め
て
、
十
分
睡
眠
を

と
っ
て
、
風
邪
を
治
そ
う
と

し
た
ん
だ
ね
。

風
邪

タマおばあさんのお話はいかがでしたか。
では、またお会いしましょう。
協　力　小平民話の会
問合せ　秘書広報課☎042（346）9505
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